
同志社女子大学 

わくわく図書室プロジェクトチーム 

わくわく図書室 企画書 
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1.プロジェクトのきっかけ 

2 

教育 

    ・本と触れる機会を増やす 

    ・表現力や集中力を養う 

 

 
図書室の利用から得られるのでは？ 



2.企画の背景 

 京都市内図書館 小学校団体貸出冊数 32,674冊 

          中学校団体貸出冊数 3,317冊 

      （平成２７年度京都市図書館統計概要） 

  

 

 

 
     

 

            →自主的、主体的でなく強制的なのでは…..？ 

3 



4 

 本、読書の楽しみを実感 

 居心地のいい図書室の空間 

 自主的に図書室へ訪れる 

 

  お話し会、しおり・帯・飾りづくり 

 

     

   集中力、読解力向上の期待         

 



3.実施概要 
＜運営組織＞ 

   同志社女子大学 career introduction Ⅱ受講 

   「わくわく図書館」チーム 

＜実施期間＞ 

   9月～1月末 

＜開催時期＞ 

   1月中に約3回 

＜開催場所＞ 

   京都市立養正小学校（予定） 

＜運営金＞ 

   チーム内の私物のためなし。 

5 



4.企画の概要 

 実施目的 

本に興味のない子供たちに対する読書週間の     

              きっかけづくり 

本の魅力の再発見 
 

≪実施内容≫ 

  ・所要時間 ３０～４５分 

  ・対象人数 ２５人まで 
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≪活動内容≫ 
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①わたしたちのおすすめの本の紹介 

          かつ読み聞かせ 

 

②本を紹介する帯やしおり作り 

 

③用意したのり、はさみ、画用紙等で 

          図書室内の飾り作り 

 



本への興
味 • 読み聞かせ 

居心地の
いい図書
室 

• 飾りづくり 

本に対す
る抵抗感
の排除 

• 帯づくり 

• しおりづくり 

5.企画の効果 
 

 
 
 

 

    表現力.理解力 

    集中力.読解力 

    などの向上            
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6.開催の流れと日程案 

• 12月1日～10日 

• 読み聞かせ 第1回 

• 12月10日～20日 

• 飾りづくり 第2回 

• 1月7日～15日 

• しおり・帯づくり 第3回 
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12月中 養正小学校さんと計画決め、日程調整 


